
KATSURA
NEWS

基 本 理 念

私たちは、患者さんの人権を尊重し、地域に必要な

基幹的中心的な医療を担当すると共に、さらに高次

の医療に対応できるよう努力します。
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日本人には胃炎・胃十二指腸潰瘍・胃がんが多く、

それらの最大の原因はピロリ菌感染と考えられてい

ます。ピロリ菌は正式にはヘリコバクター・ピロリとB乎

称されるラセン状の細菌で、□から侵入し多くは冑

の中に永く住み着きます。日本人の50%程度に感染

していますが、大部分は50歳以上の方々で、衛生状

態の良くない0寺代に感染したものと考えられており、

若い世代の感染率は低下しています。ピロリ菌は胃

酸(酸 4生 )から身を守るためにアルカリ4生のアンモニ

アをまとつており、このアンモニアや菌が産生する毒

素で胃粘膜に炎症を引き起こす結果、種々の病態が

惹起されます。胃がんに関しては疫学的に感染者は

非感染者の 10倍以上の発生リスクがあると言われ

ており、除菌前には内視鏡検査が必須です。

ピロリ菌感染の確認には、内視鏡生検材料を用い

る侵襲的検査と血液や尿、0乎気を用いる非侵襲的検

査があります。ピロリ菌を除去するためには除菌療法

が必要ですが、従来の保険診療適応であった ①胃・

十二指腸潰瘍②冑MALTリンパ腫③特発生血小板

減少性紫斑病④早期胃癌に対する内視鏡治療後の

患者以外に、2013年 2月 に⑤内視鏡検査で胃炎と

確認されたヘリコバクター・ピロリ感染胃炎に保険診

療適応が追加されました。この結果、従来は経過観

察や自費診療での除菌を行つていた慢性胃炎の患

者にも、ピロリ菌感染の保険診療が可能となりまし

た。①から⑤の疾患があり、ピロリ菌感染が判明した

場合には冑酸分泌を抑えるプロトンポンプ阻害薬と

抗菌薬2種類を使つた除菌療法が行われます6保険

適応の除菌療法には抗菌薬の種類によつて、1次除

菌法と1次除菌不成功夕lへの2次除菌法があり、両

者で除菌成功率は90%以上です。除菌療法の主な

日」作用は軟便・下痢、味覚障害ですが、これらは内服

弩了後には治まるため、通常治療は継続されます。ま

れにアレルギー症状や出血性大腸炎が起きることが
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内視鏡検査は必須です。
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お楽しみに!

日時 :9角 21日 (上)年後2時～3時
会場 :外来棟1階ロビーにて

曲目 :靡 月の光/ドビュッシー

は子犬のワルツ/シ ョバン

な どうぶつさんメドレーほか


